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スマイルサポートチーム（特別支援教育推進チーム）の 

取り組みについて 
 

１ 趣 旨   

近年、特別な支援が必要な子どもが増加しており、こういった子どもたちの健やかな

成長には、福祉と医療、教育など様々な部局が連携して早期からの切れ目ない支援と関

わる大人のスキルの向上が重要であると考え、本年 4 月に、本市独自のスマイルサポー

トチームを立ち上げた。 

このスマイルサポートチームの取り組みについて、お伝えするもの。 

 

※スマイルサポートチームとは、 

早期からの切れ目ない支援と教職員の資質向上を目的に、教育委員会が中核となっ

て、健康福祉部・こども未来部などを横断的に繋ぎ、早期からの切れ目ない支援が

できるように連携するチーム。 

  現在は、特に、園から小学校への切れ目ない支援の充実を重点に活動している。 

 

２ 活動内容について 

⑴ 就学前からの切れ目ない支援の充実として、チーム会議の実施 

各部局が行っている事業内容を基に、今後の具体的な連携内容や取組について検討。 

① メンバー 

西濃圏域発達支援センター、障がい福祉課、保健センター、子育て支援課、保育

課、教育総合研究所、学校教育課 

② 開催実績等 

2回実施（5月7日、6月17日）、年間で計5回実施予定 
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⑵ 教員の特別支援教育に関する専門性の向上（常時活動） 

特別な支援の必要な子どもには、その特性に合わせた支援が必要となるため、園や 

学校へ出向き、訪問支援研修などを実施。 

① 現在の活動状況（6月末現在） 

園や学校へ出向き、訪問支援研修などを実施 

1) 訪問支援：7件 

生活や学習において困難のある児童生徒の観察及び対応のあり方について助言

を行う。 

2) 研修会の実施：9件 

特別支援学級や通級指導教室の運営や指導の在り方、授業研究等を行う。 

 

⑶ 保護者及び学校への支援 

保護者や学校からの相談に個別に対応 

相談対応：4件（6月末現在） 

 

３ 今後の活動について（予定） 

⑴ 「先輩保護者と語る会」の開催 

    保護者の方には就学や就労に不安感や悩みを持っている方も多くいることから、

既に特別支援学校や特別支援学級に子どもを通わせている先輩保護者から体験談な

どを聞く会を実施予定 

   日時：令和7年8月21日（木） 10:00～12:00 

   場所：スイトピアセンター 学習館6階 かがやき学習室1 

 

 ⑵ チーム連携の拡大 

今年度中に、西濃高等特別支援学校や協力企業、医療機関や作業療法士などに参加

してもらい、専門的な知見を踏まえて、小学校入学前から義務教育期間までに限らず、

就職までの長期に渡り、より充実した支援ができるチームへと発展させていく。 

 


